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学校教育目標    【 志を持って学ぶ たくましい 心と体の東中生 】 
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発想の転換について 

校長 石田 賢一 

 二度にわたり延期した創立５０周年記念「第５０回 体育祭」が６月９日（月）に無事実施することができまし

た。当日は、多くの保護者・地域の皆様に来校いただき、生徒達の今までの努力の成果を発揮することができまし

た。特に、最後の種目である「全校ソーラン」は、６００人以上の生徒がソーラン節を踊る迫力ある演技をお見せ

することができました。創立５０周年にふさわしい素晴らしい体育祭だったと思います。 

 さて、皆さんは日曜日の夜８時にＮＨＫで放送されている大河ドラマ「べらぼう」をご存知でしょうか？「べら

ぼう」は、江戸時代の「メディア王」とも称された蔦屋重三郎の人生を描いた作品です。主演は横浜流星さんで、

多くの有名な浮世絵師や作家が登場します。 

 物語前半で主人公の蔦谷重三郎（蔦重）に大きな影響を与える人物の一人として平賀源内が登場します。源内は、

江戸時代中期に活躍した人物です。彼は発明家、本草学者、蘭学者、作家、画家など、多岐にわたる分野で才能を

発揮しました。有名なのは「エレキテル」の修復で、静電気発生装置を再現しています。ドラマの中で蔦重が開く

本屋を源内は「耕書堂」と名付けます。そして、蔦重に「耕書堂」の名前の由来について「お前さん（蔦重）は書

を持って世を耕し、この日の本（ひのもと）を豊かにするんだよ。」と伝えます。この源内の言葉を胸に、蔦重は

出版人として日々奮闘していくこととなります。 

 平賀源内は、「土用丑の日」にうなぎを食べる習慣を流行させた人物としても有名です。当時、夏場はうなぎが

売れにくい時期でした。知人のうなぎ屋から売り上げが伸びないことを相談された源内は「本日丑の日」と書かれ

た張り紙を店先に出すように提案し、うなぎの栄養価を客にアピールすることで売り上げを増やすことに成功しま

した。この出来事は単に商業的な成果だけでなく、「発想の転換」が生み出す大きな力を示しています。 

子供たちが、発想の転換ができるようになると問題解決能力や想像力、批判的思考力といったこれからの社会を

生き抜くために必要な能力を身に付けることができます。日常生活の中で、困難に直面したときに、当たり前の解

決策だけでなく、異なる視点からも物事を考える「発想の転換」が大切です。多くの解決策を考えることができれ

ば、困難なことから逃げ出さず、何事にも積極的にチャレンジできる人物に成長すると思います。 

では、発想の転換ができるようになるためには何が必要でしょうか。そのためには、次の４つのことが有効とな

ります。 

 １．役割を変えてみる   自分が他の人だったらどう考えるかを想像する 

 ２．逆のアプローチを試す 「どうすればうまくいく？」ではなく「どうしたら失敗する？」を考えてみる 

 ３．質問を変える     「どうやって解決する？」ではなく、「どうしてこの問題が起きた？」と問い直し、

根本的な答えを導き出す 

 ４．他の分野から学ぶ   科学の問題を芸術や音楽の視点で考えてみるなど、自分の中にある異なる分野の知

識を融合させる 

東中学校では、生徒が様々な観点から考察する「発想の転換」ができるように、総合的な学習の時間（ＧＣＥ）

や様々な教科で取り組んでまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

※７月１日現在の予定です。やむを得ず変更になる場合もあります。御了承ください。 


